
解 答 一 覧 
平成 29 年度 １次ステップアップ全国模試 経済学・経済政策 

問題番号 解答 重要度 難易度
解 説

ページ
配点 

自己採点 

正解 不正解 得点 

第 1 問 エ ★★★ 普 ６P ４ 

第 2 問 ア ★★★ 易 ８P ４ 

第 3 問 オ ★★☆ 普 10P ４ 

第 4 問 ウ ★★★ 易 12P ４ 

第 5 問 エ ★☆☆ 普 14P ４ 

第 6 問 ウ ★☆☆ 易 16P ４ 

第 7 問 ウ ★★★ 普 18P ４ 

第 8 問 エ ★★☆ 易 22P ４ 

第 9 問 ア ★★☆ 普 24P ４ 

第 10 問 ウ ★★★ 難 28P ４ 

第 11 問 エ ★☆☆ 難 32P ４ 

第 12 問 エ ★☆☆ 普 36P ４ 

第 13 問 ウ ★☆☆ 普 38P ４ 

第 14 問 ウ ★★★ 普 42P ４ 

第 15 問 ウ ★★☆ 難 48P ４ 

第 16 問 エ ★☆☆ 普 52P ４ 

第 17 問 イ ★★☆ 難 56P ４ 

第 18 問 ア ★★★ 普 60P ４ 

第 19 問 イ ★★☆ 普 66P ４ 

第 20 問 イ ★☆☆ 普 70P ４ 

第 21 問 エ ★☆☆ 難 76P ４ 

第 22 問 エ ★★★ 普 80P ４ 

第 23 問 エ ★★★ 易 86P ４ 

第 24 問 エ ★★★ 易 88P ４ 

第 25 問 ウ ★★☆ 普 92P ４ 



 



解 答 解 説 



冊 子 の 構 成

「LEC１次ステップアップ全国模擬試験」の解答解説は、特に時間が貴重となる試験直前

期において、受験生が一分一秒でも効率的に復習できるように設計しています。各問題は

「問題＋解答＋解説」で構成されており、解説冊子だけで復習を完結することができます。 

ここでは、本冊子の主要なパーツについて解説いたします。 

 
 

 

重 要 度
★★★ 絶対取りこぼして

はいけない論点

★★☆ 差がつく頻出論点

★☆☆ 解ければ高得点が

期待できる論点

難 易 度
難 想定正答率が 40％未満 

普 想定正答率が 40％~60％ 

易 想定正答率が 60％以上 

復 習 ボ ッ ク ス
復習に取り組んだ日付と、その際の正誤（○×）を記

入するためのボックスです。重要度が高く、かつ間違

えた問題から復習に取り組みましょう。



解 説
問題の解説は、解答の直下で行われま

す。各問題テーマを概論として述べた

上で、個別選択肢の解説に入る方式が

LEC 流です。 

解 答
問題の解答です。配点がその下

に記載されています。





第10 問 ＩＳ－ＬＭ分析 

重要度 ★★★ 難易度 難 

取 組 日
ＤＡＴＥ① ＤＡＴＥ② ＤＡＴＥ③

月／ 日 月／ 日  月／ 日 

正 誤

出 題 内 容

ＩＳ－ＬＭ分析について述べた以下の記述のうち、 も適切なものの組み合わせを下

記の解答群から選べ。 

ａ 銀行が過剰準備を保有していない場合と比べると、銀行が過剰準備を保有してい

る場合には、政府支出の拡大に伴うクラウディング・アウトが大きく発生する。 

ｂ 銀行が過剰準備を保有していない場合と比べると、銀行が過剰準備を保有してい

る場合には、政府支出の拡大に伴うクラウディング・アウトがあまり発生しない。 

ｃ 貨幣の投機的動機に基づく需要を考慮せず、貨幣の取引需要のみを考慮した場

合、政府支出が拡大されると完全なクラウディング・アウトが発生し、国民所得は

まったく増加しない。 

ｄ 貨幣の投機的動機に基づく需要を考慮せず、貨幣の取引需要のみを考慮した場

合、政府支出が拡大されてもまったくクラウディング・アウトが発生せず、国民所

得は大幅に増加する。 

〔解答群〕 

ア ａとｃ イ ａとｄ ウ ｂとｃ エ ｂとｄ 
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解 説
本問は、ＩＳ－ＬＭ分析に関する応用問題である。図をイメージでき

るようにしながら、しっかりと理解しておくこと。 

ａ 適切でない。 銀行が過剰準備を保有していない場合と比べると、銀行が過剰準備

を保有している場合には、政府支出の拡大に伴うクラウディング・アウトがあ

まり発生しない。なお、クラウディング・アウトとは、政府支出の拡大に伴う

利子率の上昇によって民間投資が減少し、景気が一部後退してしまうという現

象を意味する。 

ｂ 適切である。 銀行が過剰準備を保有している場合には、政府支出の拡大に伴う利

子率の上昇が鈍くなる。そのためクラウディング・アウトがあまり発生しない。 

ｃ 適切である。 貨幣の投機的動機に基づく需要を考慮しないということは、貨幣需

要の利子弾力性がゼロとなりＬＭ曲線が垂直に描かれることになる。このとき、

完全なクラウディング・アウトが発生するので、国民所得がまったく増加しな

い。 

ｄ 適切でない。 この場合、完全なクラウディング・アウトが発生する。なお完全

解 答 ウ 
（配点４点） 

ｒ 

Ｙ ０ 

ＬＭ 

ＩＳ 

Ｅ１ 

ｒ＊ 

Ｙ＊ 

ＩＳ１ 

Ｅ 

ｒ１ 

Ｙ１ 
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なクラウディング・アウトとは、政府支出の拡大と等しい分だけ民間投資が

減少することを意味する。 

よって、ｂとｃが正しく、ウが正解となる。 
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【ＭＥＭＯ】 
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第11 問 資産効果 

重要度 ★☆☆ 難易度 難 

取 組 日
ＤＡＴＥ① ＤＡＴＥ② ＤＡＴＥ③

月／ 日 月／ 日  月／ 日 

正 誤

出 題 内 容

フリードマンの資産効果に関する記述として、 も適切なものの組み合わせを下記の

解答群から選べ。なお、公債の市中消化を仮定する。 

ａ 政府の公債発行に伴い政府や国民全体にとって資産が減少することになり、国民

は将来の増税を予想し個人消費が減少する。 

ｂ 政府が公債を発行すると政府にとっては債務が増加するが、国民にとっては資産

が増加すると認識され、個人消費が増加する。 

ｃ 政府の公債発行に伴い政府支出が増加すると、短期的には景気拡大の効果が見ら

れないが、長期的には景気が拡大する。 

ｄ 政府の公債発行に伴い政府支出が増加すると、短期的には景気が拡大するが、長

期的には政府支出拡大前の景気に戻ることになる。 

〔解答群〕 

ア ａとｃ イ ａとｄ ウ ｂとｃ エ ｂとｄ 
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解 説
本問は、フリードマン（マネタリスト）の資産効果に関する問題であ

る。難易度は高いが、できれば理解しておいてほしい論点である。ＩＳ

－ＬＭ分析の図をイメージできるようにしておくこと。 

マネタリスト（フリードマン）は、資産効果を考慮することにより、財政政策は短期

的には有効であるが、長期的には無効となるとした。 

ここでは、政府支出拡大の財源を市中消化による公債発行によって賄うとする。この

とき以下の資産効果が発生する。 

〔資産効果〕 → 公債は国の借金だが、国民にとっては資産である！！ 

→ 公債の発行  

→ 国民にとって資産の増加 

１．消費の増加をもたらす：ＩＳ曲線の右シフト 

（資産が増えると、消費も増えるであろう。） 

２．貨幣需要の増加もたらす：ＬＭ曲線の左シフト 

（資産が増えるとそれに見合う貨幣需要が増加） 

貨幣＝安全資産  債券＝危険資産  

危険資産（債券）が増えると、安全資産（貨幣）も同様に増やそうとする。 

解 答 エ 
（配点４点） 
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当初、経済は点Ｅにあるとする。 

⇒ 公債発行による政府支出の増加（Ｇ↑）

⇒ まず国民にとって資産が増えるので消費が増える。

ＩＳ曲線の右シフト（ＩＳ → ＩＳ１）

⇒ さらに資産効果による貨幣需要Ｌの増加がみられる。

ＬＭ曲線の左シフト（ＬＭ → ＬＭ１）

⇒ さらに、乗数効果が働く。

⇒ 政府支出増加による乗数効果で個人消費が増える。

ＩＳ曲線の右シフト（ＩＳ１ →ＩＳ２）

⇒ 以上より、短期の均衡点はＥ１となる。（国民所得は増加する。）

⇒ 次に、長期について説明する。

⇒ 乗数効果は長期的に持続しないと考える。

（建設会社 → Ａデパート → Ｂデパート・・・は何年間も持続しない。） 

⇒ 長期的には、ＩＳ曲線は左の方向にシフトをはじめる。

⇒ 一方、資産効果は長期的に持続する。

（公債の増加 → 資産の増加 → 消費の増加、貨幣需要の増加・・は何年間も持

続する。） 

⇒ 長期な均衡点はＥ２となる。（国民所得は不変となる。）

ｒ 

Ｙ ０ 

ＬＭ 

ＩＳ 

Ｅ 

Ｙ＊ 

ＬＭ１ 

ＩＳ１ 

ＩＳ２ 

Ｅ１ 

Ｅ２ 

Ｙ１ 
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ａ 適切でない。 政府が公債を発行すると政府にとっては債務が増加するが、国民

にとっては資産が増加すると認識され、個人消費が増加する。 

ｂ 適切である。 なお、資産の増加に伴い個人消費が増加することをラーナー効果

という。 

ｃ 適切でない。 政府の公債発行に伴い政府支出が増加すると、短期的には景気が

拡大するが、長期的には政府支出拡大前の景気に戻ることになる。 

ｄ 適切である。 市中消化に基づき政府支出が増加されても、景気対策として短期

的には有効であるが長期的には無効となる。 

よって、ｂとｄが正しく、エが正解となる。 
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第12 問 

  

J カーブ効果 

  

  重要度 ★☆☆ 難易度 普  

 

取 組 日
ＤＡＴＥ① ＤＡＴＥ② ＤＡＴＥ③ 

 月／ 日  月／ 日  月／ 日 

正 誤    

 

出  題  内 容  

 

J カーブ効果について述べた以下の記述のうち、 も適切ものの組み合わせを下記の解

答群から選べ。 

 

ａ 自国通貨安になった場合、短期的には貿易収支は改善し長期的には悪化してしま

うという現象を意味する。 

ｂ 自国通貨安になった場合、短期的には貿易収支は悪化するが長期的には改善する

という現象を意味する。 

ｃ 輸出の価格弾力性と輸入の価格弾力性の合計が短期的には１より大きくなるが、

長期的には１より小さくなるために発生する現象である。 

ｄ 輸出の価格弾力性と輸入の価格弾力性の合計が短期的には１より小さくなるが、

長期的には１より大きくなるために発生する現象である。 

 

〔解答群〕    

ア ａとｃ   イ ａとｄ   ウ ｂとｃ   エ ｂとｄ    
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解 説
本問は、J カーブ効果に関する問題である。重要度は決して高くはな

いが、マーシャル＝ラーナー条件との関係も含めて一通り理解しておい

てほしい。 

ａ 適切でない。 自国通貨安になった場合、短期的には貿易収支は悪化し長期的に

は改善するという現象を Jカーブ効果という。 

ｂ 適切である。 自国通貨安になり海外での販売価格が下落するが、短期的には輸

出量は契約により変更できないとすれば輸出額は減少し貿易収支は悪化して

しまう。一方、長期的には輸出量は大幅に増加すると考えられるため輸出額

は増加する。 

ｃ 適切でない。 J カーブ効果は、輸出の価格弾力性と輸入の価格弾力性の合計が

短期的には１より小さくなるが、長期的には１より大きくなるために発生す

る現象である。 

ｄ 適切である。 輸出の価格弾力性と輸入の価格弾力性の合計が１より大きいとい

う条件をマーシャル＝ラーナーの安定条件という。 

よって、ｂとｄが正しく、エが正解となる。 

解 答 エ 
（配点４点） 
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